
九州ブロックの社会資本整備重点計画の概要

九州ブロックにおける社会情勢の変化 九州ブロックにおける重点目標

重点目標１：防災・減災が主流となる社会の実現
・災害の未然防止や、被害の最小化による災害リスクの軽減
・防災・危機管理体制や水資源の確保等における広域的な連携による安全な暮

らしの実現
・災害時における交通機能の確保

重点目標２：持続可能なインフラメンテナンス
・社会資本の戦略的な維持管理・更新及び集約・再編と多目的な活用
・インフラメンテナンスの高度化・効率化
・メンテナンス技術者の育成強化

重点目標３：持続可能で暮らしやすい地域社会の実現
・離島・半島、中山間地域等における生活圏との交通アクセスの確保、小さ

な拠点の形成
・都市部におけるコンパクト化と周辺等とのネットワーク形成、都市機能の

充実・強化
・バリアフリーの推進と安全な移動環境の形成

重点目標４：経済の好循環を支える基盤整備
・アジアをはじめとした世界諸国と九州内相互における人流・物流・情報交流の増進
・産業経済活動・地域間交流を支える広域交流ネットワークの形成
・産業経済活動・地域間交流を支える都市基盤の整備

重点目標５：インフラ分野のデジタル・トランス
フォーメーション（DX）

・新技術の積極的な開発、導入
・産官学が連携したICTの活用を推進
・情報ネットワーク整備の更なる拡充

重点目標６：インフラ分野の脱炭素化・インフラ空間の
多面的な利活用による生活の質の向上

・環境問題に対応した循環型社会の構築
・九州の美しい自然環境や景観等に配慮した自然環境の保全・再生
・多様な主体による個性を活かした地域づくり

自然災害の激甚化・頻発化､切迫する対応
・近年は毎年記録的な被害を及ぼす風水災害が頻発、令和2年7月

豪雨では、球磨川の堤防が決壊する等、甚大な被害が発生
・平成28年熊本地震による甚大な地震被害が発生
・噴火警戒レベルが2以上の活火山を複数有し、桜島、雲仙普賢

岳、霧島山等において、降灰や土石流等の火山災害が発生

インフラ老朽化の加速
・橋梁の点検対象施設において早期に措置が必要な施設や、建設

後50年を経過するトンネル等、老朽化への対応が急務
・建設業就業者の年齢構造は、29歳以下が約10％となっており、

若手入職者の減少や高齢化の進行等の構造的な問題が発生

人口の減少・高齢化・地域的偏在
・人口減少と高齢化が進行し、高齢者の人口割合が2045年に

37％に上昇する見込み

グローバル化の進展
・九州ブロックの対アジア輸出入額は堅調に拡大し、地方経済圏

の中ではアジアとの貿易面において重要な位置を担う

デジタル革命の加速
・〝Kyushu4.0〟の積極的な推進や九州IoTコミュニティ設立

グリーン社会の実現に向けた動き､ライフ
スタイルや価値観の多様化
・移住希望地と二地域居住における地方拠点として九州圏は注目

令和2年7月豪雨による
土砂災害発生の状況 人口・高齢化率の推移の状況



重点目標１：防災・減災が主流となる社会の実現

小目標例 主要取組例及び中長期の見通し例 ＫＰＩ例

災害の未然防止や被害の
最小化による災害リスクの軽減

【選択と集中の徹底】
白川立野ダム 立野ダム建設事業★

【(熊本県菊池郡大津町、阿蘇郡南阿蘇村) 〔R4年度完成〕】
※九州の直轄ダム事業初の流水型ダム

• １級水系及び２級水系において、流域治水プロ
ジェクトを策定している水系数
【令和元年度 0 → 令和7年度 118 】

• 流域治水として流域対策に取り組む市町村
【令和元年度40市町村 → 令和7年度150市町村 】

【選択と集中の徹底】
阿蘇山 阿蘇山直轄砂防事業★〔 [残事業費150億円]
（平成29年度評価時点）〕
【(熊本県阿蘇市、高森町、南阿蘇村) 〔R9年度完成〕】

• 重要なライフライン施設が保全対象に含まれて
いる要対策箇所における対策実施率
【令和元年度約26％ → 令和7年度約29％】

災害時における交通機能の確保

【選択と集中の徹底】
細島港外港地区 防波堤整備事業

【(宮崎県日向市) 〔R5年度完成〕】

• 大規模地震時に確保すべき海上交通ネットワー
クのうち、発災時に使用可能なものの割合

(全国指標)【令和2年度33％ → 令和7年度47％ 】

【選択と集中の徹底】
九州横断自動車道延岡線 嘉島JCT～矢部 ★

【(熊本県上益城郡御船町～上益城郡山都町) 〔R5年度完成〕】

• 高規格道路のミッシングリンク改善率(全国指標)
【令和元年度0%→ 令和7年度約30% 】

頻発する豪雨災害や地震・津波・噴火など様々な自然災害に対し、強靱かつしなやかな対策を行い、国民が安心して生活
し、経済活動を営むことができる九州圏をつくる

期待されるストック効果 インフラ経営の取り組み

マイ・タイムラインづくり 2020年
（伊万里市東陵中学校）

出典）九州地方整備局

今後、大規模水害に対応するためには、平
常時から自治体や防災関係機関等が、「共
通の被災シナリオ」、「共通の時間軸」で
防災行動について協議を行い、防災行動計
画（タイムライン）を作り上げることが重
要となる。武雄河川事務所は、内水被害常
襲地域である佐賀県小城市をモデル地区と
してタイムラインを作成するとともに、こ
れらをベースに自治体向けのタイムライン
作成手引き書を公表した。
また、2020年6月に伊万里市の中学生を
対象に災害時の行動を事前に考えるマイ・
タイムラインづくりのワークショップを
行った。

国道445号では、自然災害に
よる法面崩落等の全面通行止
めが発生しており、通勤・通
学や救急医療活動等に影響が
生じている。

国道445号に並行する九州横
断自動車道延岡線の整備によ
り災害リスクが回避され、確
実な幹線機能を確保した災害
に強いネットワークが構築さ
れる。

出典）九州地方整備局

災害発生状況国道445号
（平成28年 熊本地震）



重点目標2：持続可能なインフラメンテナンス

小目標例 主要取組例及び中長期の見通し例 ＫＰＩ例

社会資本の戦略的な維持管理・更新及び
集約・再編と多目的な活用

【選択と集中の徹底】
道路施設の老朽化対策★

【天大橋（鹿児島県薩摩川内市）】

• 道路（橋梁・舗装）：地方公共団体が管理する
道路の緊急又は早期に対策を講ずべき施設の修
繕措置率及び防災上重要な道路における舗装の
修繕措置率(全国指標)

（橋梁）【令和元年度約34％→令和7年度約73％】
（舗装）【令和元年度0％→令和7年度100％】

【選択と集中の徹底】
東与賀排水機場大規模海岸保全施設改良事業★
【(佐賀県佐賀市) 〔R8年度完成〕】

• 河川：予防保全の考え方に基づく内水排除施設
等の長寿命化対策実施率

【令和元年度0％→令和７年度100％】

少子高齢化の進展や人口減少に伴う居住地域の縮小等、九州圏の社会経済状況が変化する中で、インフラ施設が住民の生
活や社会経済活動を支える基盤としての役割を果たしていくために、戦略的なマネジメントを進めていく

期待されるストック効果 インフラ経営の取り組み

これからの持続的なインフラ経営
において、人材不足・技術力不
足・予算不足が課題となっている。
これらへの対応の一環として、国
と大分県が連携し、支援方策を検
討するとともに、それらの方策実
行のため『道路メンテナンス会
議』を平成26年度より設置し、技
術的な相談対応等を行っている。
2019年には同会主催の活用講習
会において、ドローン実機を使用
した、橋梁点検デモフライトを実
施した。

東与賀排水機場は、設置後37年が経過し老朽
化が進行、満潮時には自然排水が困難な低平
地に立地するため、機器故障時に広範囲で浸
水被害を受ける危険性がある。計画的な設備
更新により、施設の延命化を行い、高潮等に
よる浸水被害の防止を図る。東与賀排水機場

出典）佐賀県

大分県道路メンテナンス会議主催の
ドローンのデモフライト

出典）九州地方整備局

出典）九州地方整備局

天大橋（国・市による合同診断）

天大橋（市道隈之城・高城線）は供用後37年
が経過し、上部工主桁部及び橋脚にアルカリ
骨材反応等によるひび割れ、中央ヒンジ部の
垂れ下がりなどの損傷が確認された。令和元
年度より国による修繕代行事業として着手し、
天大橋の老朽化対策を行うことにより、将来
にわたって安全・安心な社会経済活動が維持
される事が期待される。



重点目標3：持続可能で暮らしやすい地域社会の実現

小目標例 主要取組例及び中長期の見通し例 ＫＰＩ例

離島・半島、中山間地域等における
生活圏との交通アクセスの確保、
小さな拠点の形成

【選択と集中の徹底】
厳原港 離島ターミナル整備事業
【(長崎県対馬市) 〔R4年度完成〕】

• 航路が確保されている有人離島の割合
【令和元年度100％ → 令和７年度100％維持】

都市部におけるコンパクト化と
周辺等とのネットワーク形成、
都市機能の充実・強化

【選択と集中の徹底】
黒崎道路 黒崎バイパス★
【（春の町ランプ～前田ランプ、陣原オンランプ）

(福岡県北九州市) 〔R4年度完成〕】

• 道路による都市間速達性の確保率(全国指標)
【令和元年度 57％ → 令和7年度 63％】

バリアフリーの推進と
安全な移動環境の形成

【選択と集中の徹底】
国道34号 神埼駅前交差点改良
【（佐賀県神埼市）】

• 幹線道路の事故危険箇所における死傷事故抑
止率
【令和元年度比約3割抑止(令和7年度)】

豊かな定住環境の形成に向けて、都市においてはコンパクトシティを形成すると共に、九州圏に多い地理的制約が厳しい
地域においては、日常生活に必要不可欠な生活支援機能と医療等の社会的サービスの確保や防災力の強化等を図る

期待されるストック効果 インフラ経営の取り組み

警察庁・国土交通省は、死傷事故率が高い、又は
死傷事故が多発している交差点や単路部を「事故
危険箇所」として指定しており、九州では 369件
が対象となっている（平成29年1月） 。これに対
し、都道府県公安委員会と道路管理者が連携して、
道路改良、交通安全施設の設置、信号機の設置・
改良等の集中的な交通事故対策を講じている。
また、限られた予算を効率的・効果的に執行し、
必要な道路整備を進めていくため、『事故ゼロプ
ラン（事故危険区間解消作戦）』を展開し、事故
データや地方公共団体・地域住民からの指摘等に
基づいた危険箇所への対策を推進している。

事故ゼロプランの
パンフレット

出典）国土交通省HP

出典）九州地方整備局

厳原港離島ターミナル整備事業では、
物流・人流機能の分離や国内・国際航
路の発着場所の入れ替え等を実施して
いる。整備により荷役の効率化や国際
交流を促進し、島内の暮らしの質の向
上や経済活動への波及が期待される。

厳原港離島ターミナル整備事業

国道３号黒崎バイパスは、黒崎駅周辺
の国道３号の渋滞を緩和するとともに、
北九州都市高速道路と一体となって自
動車専用道路ネットワークを形成する
ことにより、北九州都市圏の交通円滑
化に寄与し、都心部等への速達性・定
時性や、港湾・空港等へのアクセス性
の更なる向上が期待される。

出典）九州地方整備局
整備前 国道３号黒崎駅周辺の渋滞状況



小目標例 主要取組例及び中長期の見通し例 ＫＰＩ例

アジアをはじめとした世界諸国と九州内相
互における人流・物流・情報交流の増進

【選択と集中の徹底】
福岡空港 空港整備事業（滑走路増設）
【(福岡県福岡市) 〔R6年度完成〕】

• 滑走路増設を図った後の滑走路処理能力
(福岡空港)(全国指標)

【令和元年度 17万6千回/年→
令和6年度 18万8千回/年 】

【各主体が連携した取組】
別府港 石垣地区 旅客対応ターミナル整備事業★
【（大分県別府市）〔R4年度完成〕】

重点目標4：経済の好循環を支える基盤整備

アジアのゲートウェイである九州として、産業の発展を支える社会資本を充実させ、国内外から九州圏の経済成長に資す
る人・モノ・投資・ビジネス・観光を呼び込み、日本経済の牽引的役割を果たしていく

平成18年7月の記録的な豪雨により、
川内川流域では、これまでにない甚大
な浸水被害が発生した。これを受け、
洪水による被害を軽減するため、河川
激甚災害対策特別緊急事業（激特事
業）とあわせて鶴田ダムの洪水調節容
量の増量工事を実施し、平成30年度に
完成させた。
現在は、鶴田ダムの見学を受け付けて
おり、ダムコンシェルジュが普段は立
ち入ることが出来ない操作室や内部の
管理用トンネル、放流ゲート室等を案
内している。

出典）九州地方整備局

平成27年度より、福岡空港に2
本目の滑走路を整備中。航空機
の混雑・遅延の解消及び将来の
航空需要への適切な対応が図ら
れるとともに、災害時の輸送手
段の機能向上、観光・MICEの促
進等、地域経済への波及効果も
期待される。出典）九州地方整備局

鶴田ダム

福岡空港（令和3年2月9日撮影）

期待されるストック効果 インフラ経営の取り組み

別府港石垣地旅客対応ターミナル
整備事業では、大型旅客船対応の
寄港回数や港湾来訪者数の増加に
対応し、国際観光収入や交流機会
の増加を図る。また、耐震化によ
り大規模地震時の海上からの緊急
物資受入の機能も期待される。別府港 石垣地区

旅客対応ターミナル整備事業 出典）九州地方整備局



重点目標5：インフラ分野のデジタル・トランスフォーメーション

小目標例 主要取組例及び中長期の見通し例 ＫＰＩ例

産官学が連携したICTの活用を推進

【各主体が連携した取組】

TEC-FORCE隊員の対応能力向上と
資機材のICT化・高度化

• 公共土木施設の被災状況調査を行うTEC-FORCE隊員のＩＣＴ
機器等を活用するための訓練・研修・講習等への参加率
【令和2年度30％ → 令和7年度100％】

【ハード・ソフト一体となった取組】

河川、砂防、海岸分野における防災情報等の高度化対策

【ハード・ソフト一体となった取組】

河川、砂防、海岸分野における施設維持管理、操作の高度化対策★

情報ネットワーク整備の更なる拡充
【各主体が連携した取組】

道の駅等を拠点とした自動運転サービスの推進

少子高齢化が進む中で、情報技術の利活用・新技術の社会実装を通じてインフラの機能を高度化・利便化し、都市と地方、
高齢者・障がい者等を含む全ての地域、全ての人が情報化社会の中で快適な暮らしが営める九州圏としていく

期待されるストック効果

九州地方整備局では洪水や地震
による津波により大規模かつ広
域的に浸水が発生した場合に、
排水ポンプ車による排水作業の
状況監視（水位低下）を遠隔か
ら行うこと等を目的として、令
和２年度に管内の全14河川事務
所に移動式アドホック型簡易水
位計の配備を行った。移動式ア
ドホック型簡易水位計を活用す
ることにより、リアルタイムに
湛水深を把握できるため、効率
的な排水計画の遂行が可能とな
る。

移動式アドホック型水位計の設置イメージ
（令和元年８月 佐賀県大町町における排水活動）

観測局

水位計

アドホック通信

インフラ経営の取り組み

国土交通省は、洪水等に対する安
全性の確保のため定期的に河川堤
防や河道内の変状を現地点検し、
適切な河川維持管理に努めている
ところである。その点検について
は人員を要する実態にある。
三次元管内図を整備することで、
土砂堆積、浸食状況の定量的な把
握や、目視では確認しにくかった
地形の変状を可視化することがで
き、今後の河川維持管理の高度
化・効率化が期待される。

三次元管内図の活用イメージ

（河道内の堆積・浸食状況の把握）

（河川堤防の陥没状況の把握）

堆積箇所

従来の河川堤防
の点検風景

陥没箇所



重点目標6：インフラ分野の脱炭素化・インフラ空間の多面的な利活用による
生活の質の向上

小目標例 主要取組例及び中長期の見通し例 ＫＰＩ例

環境問題に対応した循環型社会の構築

【インフラの利活用】
海の中道海浜公園 国営公園等事業

〔残事業費約184億円〕
（福岡県福岡市〔R10年代前半完成〕）

• 都市域における水と緑の公的空間確保量
【平成29年度14.4㎡/人→令和７年度16.1㎡/人】

九州の美しい自然環境や景観等に
配慮した自然環境の保全・再生

【各主体が連携した取組】
遠賀川水系 遠賀川総合水系環境整備事業
[残事業費約14億円]【（福岡県宮若市、福岡県飯塚市、福岡県嘉麻市）〔R12年度完成〕】

九州の豊かな自然環境が有する多様な機能を活用して自然環境との調和を推進し、持続可能な地域とすると共に、あらゆ
る利用者の目線に立ったインフラ空間を構築し、九州圏を人々が集積・交流する魅力あふれる地域空間とする

期待されるストック効果 インフラ経営の取り組み

国土交通省は、河川行政が地域住民
等との連携・協調の下で展開される
ことを目的として、平成8年度から7
月7日を「川の日」として制定した。
水辺に興味を持つ市民や企業と行政
が連携し、かつての賑わいを失って
しまった日本の水辺の新しい活用を
創造していく「ミズベリングプロ
ジェクト」では、「水辺で乾杯」と
称して、川の日に水辺を感じられる
場所で水辺談義を行いながら乾杯を
するプロジェクトを、全国一斉の社
会実験として実施している。

御笠川浄化センター

白川夜市（イベント）
出典）九州地方整備局

遠賀川ではかつての自然環
境を取り戻し、生態系の健
全性を回復する取り組みを
流域一体となって推進して
いる。河川とその周辺の横
断連続性を再生するエコロ
ジカルネットワーク再生事
業により魚類等の生息・生
育環境の改善が期待される。遠賀川総合水系環境整備事業

出典）九州地方整備局

水辺で乾杯 ｉｎ 本明川


